
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2025-06-24

カーライルと数学 : 19世紀初頭のスコットランド数
学の状況

(Citation)
国際文化学研究 : 神戸大学国際文化学部紀要,18:93*-125*

(Issue Date)
2002-09

(Resource Type)
departmental bulletin paper

(Version)
Version of Record

(JaLCDOI)
https://doi.org/10.24546/81001258

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/81001258

三浦, 伸夫



93

カ ー ラ イ ル と数 学

一19世 紀初頭のスコットラン ド数学の状況 一

三 浦 伸 夫

18世 紀 か ら19世 紀 のス コッ トラ ンドで は,数 学上で マクロー リン以外 に後

世 に取 り立て て大 きな影響 を与 えた重要 な数学 者 はいない.「 進歩 」 にかか

わ った思想,概 念,人 物 のみを研 究対象 とす るアプローチは今 日歴史研究で

はとるべ きで はない ことは了解済 みであ るにもかかわ らず,い まだ数学史で

はこの時代 の 「ス コッ トラン ド数学」'はマ クロー リンに言及す るにとどまっ

て いるのが現状で ある.他 方 で この時代 には多 くの数学愛好家が いたこと,

さ らに トマス ・リー ドなど従来決 して数学者 には分類 され ることの なか った

数学研究者 も少 なか らず いた ことが今 日知 られて いる.本 論文で は,従 来数

学史研究で はほとん ど触れ られ る ことのなか った この19世 紀初頭の スコッ ト

ラ ン ド数学 の特 質 を2,当 時 の思 潮,大 学制度,教 育 な どの背景 を視野 にお

いて,一 人の人物 に焦点 を当てて検討す ることを 目的 とする.そ れ は批評家,

歴 史 家 と して知 られ る ス コ ッ トラ ン ド出身 の トマス ・カ ー ライル(1795-

1881)で あ る.カ ーライルは,19世 紀 の英 国社会 の精神的指導者 とみなされ,

ま た 日本 において も新 渡戸 稲造,吉 野作造 など明治思想界 へ多大 な影響 を与

えた人物 として,か って は歴史的 に も大変重要視 され研究 されて きた人物 で

ある。 しか しその後期 思想 に反民主主義的感情が育 ってい くとみな された こ

とか ら,今 日彼 を省 み る人 はほとん どいない.ま た彼が若 い ころに数学 にの

あ りこんだ こともほとん ど知 られて いな い し,指 摘 される こともほ とん どな

か った.も ちろんカー ライルに は数学の著作 はお ろか,数 学 に関す る学術論

文 の1篇 さえ もな く,し たが って数 学史で もカー ライルに言及す る ことはほ

とん どなか った3.し か し,彼 こそが当時の スコ ッ トラ ン ドの典型 的若者で

あ り,ま た当時 のス コッ トラン ドの数学 を代 弁 して くれ る人物で もある.と

もか くも彼 は19世 紀初頭 に数学 を職業 と しよ うと した人物 なの だ.
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1.ス コ ッ トラ ン ド数 学

18,19世 紀 の英国数学史 の記述 は,18世 紀 前半 のニ ュー トンの死か ら,1

00年 を超 えて19世 紀初 めのケ ンブ リッジ解析 協会 までの問を省略 して しま う

のが一般 的であ る.バ ベ ッジ,ハ ー シェル,ピ ーコ ックなどによ り,こ の衰

退 して いた100年 間 の英 国数 学が大陸 の解析 の導入 に よって革新 された とい

うことで英国数学 史記 述 は再開す るのであ る.た しか にニュー トンと ライプ

ニ ッツの微積 分学 をめ ぐる優先権論争 のあ と,大 陸 では,オ イ ラー,ラ プ ラ

ス,ベ ル ヌーイな どが解析学研究を押 し進 め,多 大 な成果 を挙 げていたが,

他 方イ ングラン ドで はニュー トン流の流率法が独 自に支配 し,大 陸の数学 が

受容 され ることはほとん どなか った4.実 際,そ れ以前の イ ングラ ン ドで は,

ニ ュー トン,ウ ォ リスなどが大陸で新 しく誕生 した近代代数学 を受容発展 さ

せ,解 析の方向 に進みっっ あ ったのにである.こ の ことはまたス コッ トラ ン

ドに もいえ る.18世 紀 のマク ロー リンは 『代数論』 において幾何 学的論証 法

の厳密性 をモデルに代数学 を論 じ,い わば両者 の合 体を 目指 した.し か し18

世 紀 後半か ら19世 紀初頭 にな ると解析 ではな く古典 的幾 何学が研究 に も教育

に も圧倒的 に優勢 とな った.ケ ンブ リッジで教 育を受 けたフ ィリップ ・ケ ラ

ン ド(1808-1879)が1837年 に エ ジ ンバ ラ大 学数学教 授 にな り,当 時 ケ ンブ

リッジで起 こりっっあ った新 しい潮流 を導 入す るまで この傾向 は続 いたので

あ る.

ロバ ー ト・シムソ ン(1687-1768)は18世 紀 前半 に活躍 したグ ラス ゴー大学数

学 教授 であ るが,彼 によれば,幾 何学的命題 とは,物 体か らなる この現実世

界 に関す る言 明であ り、かっその精神的抽象で もあるとい う.し たが って数

学 は自然界 の研 究 と純粋推論 の訓練 とをあわせ もつ とい うので ある5.当 時

スコ ットラ ン ドで はいわ ゆる常識哲学(コ モ ンセ ンス ・フィロソフィー)が

風靡 して いた.そ こで は数学が,道 徳哲学,自 然哲学,形 而上学 と並 んで学

術 の重要 な位置 を占めて いた.む しろそれ らの基礎 であ った と述 べ るほうが

適切か もしれ ない.ス コ ッ トラン ドにおけ る幾何学 の優勢 と,大 陸か らの解
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析 の受容 の障害 とな った背景 に,オ ル ソ ンはスコ ッ トラ ン ド啓蒙思想 にお け

る コモ ンセ ンスの影響 を見て,代 表格 の デュガル ド・スチ ュアー ト(1753-18

28)の 言 葉 を次 のよ うに引用 してい る.

数学は確固たるしかも連結 した思考力を強化するものと特別に評価

されている.そ の力とは,観 想的であろうと活動的であろうと,人

生のあらゆる勤めの中で我々が持っことのできるもっとも価値ある

素質のひとっなのである.し か しなが ら付け加えることができよう

が,こ れを注目して運用する力は,今 日の様々な方法を実践するこ

とによってではな くて,ギ リシア幾何学の研究によって獲得するこ

とができるのである6

トマス ・リー ドやデ ュガル ド ・スチ ュアー トは,コ モ ンセ ンスは感覚的指示

物 を要 求する とし,し たが ってそれ に基づ く数学 は感覚 データに こそ基礎 を

置 くべ きだ として,プ ラ トン的な イデア論を数学か ら排除 した.こ こで は も

はや感覚 か らそれ る,思 考上の数学概念 は排除 されるので ある.大 陸 の解析

に現 れる負数,虚 数 は外界世界 に関与 しないのでそ こで は到底認 め られ ない.

ま た代 数学 自体 もそれが記号を操作す るとい うこ とか ら,単 に技術的機械的

な もので しかな く,確 実な る知識を獲得す る方法 ではない とされた.さ らに

当時大 陸で生 まれっっあ った非ユ ーク リッ ド幾何学 も驚 くべ き ことには知 ら

れ ることはなか った。ただ し幾何学が 「教育上」勝 る と述べて いるので あ っ

て,絶 対的に幾 何学が代数学 よ り優れて いるとい っているわけではない.教

育においては若者の精神鍛錬 と して推論 を重視 しているたあ,そ のモデル と

な る古 代の幾何 学 こそが枢要な位置 を占めたので ある.エ ジンバ ラ大学数学

教 授 レズ リー は自著の序文で明確 に次 のよ うに言 う.

数学研究には2っ の主要な目的があります.そ れは図 と量の美 しい

関係を扱う一方,同 様にしてそれは忍耐強 く注意を喚起することや
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正確に論証することの計 り知れない訓練を精神に習慣づけるのです.

これら顕著な目的のうちで,最 後のものが一般教育のコースではお

そらく最 も重要です.こ の目的のために古代人達の幾何学がもっと

も強力に推薦 されます.….い くっかの命題は確かにある種の代数

的計算で到達できるかもしれませんが,そ のような人工的な過程は

表面上の便宜を与えるに過ぎず,精 神の上に澄みわたった永遠の印

象を残すことにはならないのです7

数学 の学習 は知性 や正 確な推論 を徐 々にで はあるが研 ぎ澄 ませる とい うの

であ る.彼 らの 目指 した教育 は,道 具 と して の知識 ではな く,ま た機械 的な

技法 で もな く,自 由な発想 がで きるようになるための根本的推論法 の習得 で

あ った,こ うしてス コッ トラン ドで は幾何学,と りわけユーク リッ ド幾何学

は,そ れが数学 だか らとい うので はな く,そ こに含 まれる幾何学 的論証 が推

論 の訓練 にな るとい う理 由であ らゆる学問 の基礎 にな った.た だ しここでは

ユー ク リッ ド 『原論 』 は最初 の6巻 のみが重視 され た.そ の他 の巻 は,道 徳

哲学,自 然哲学 には必要が な くまた実用的ではないか らで ある.し たが って,

18世 紀 か ら19世 紀 にか けて 『幾何学 原論』 とい う名前 で多 くの数学書 が書

き残 されたが,そ れ はたいて いユ ーク リッ ド 『原論』 の最初 の6巻 の要約 あ

るいは改変 なのであ る8.

と ころで教育現場 で は数学 はどの ように扱われて いたのであろ うか.18世

紀 にはい くっかのス コッ トラン ドの グラマー ・スクールで も算術 が教 え られ

ていた。教育 の低迷期 といわれ る18世 紀 には実学志 向のアカデ ミーが実質 的

な教育 の場 であ った.ス コッ トラン ドで は1727年 に アバ デ ィー ンシャーの タ

リフ(Turriff)に そ のアカデ ミーが設立 され るや,初 等 レベルを超 えさまざま

な主題 が訓練 され,自 然科学 や数学 もそ こで の重要 な教 科 にな った9.1786

年 に設 立 された ダ ンデ ィー ・アカデ ミーで は,8っ の コースが提供 され,学

生 は3年 かけてそれ らを習得 した という10.

1年 生 は,
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Lフ ラ ンス語,イ タ リア語

2.算 術 と簿記

3.数 学 の第一 ク ラス:幾 何学原理,平 面三 角法,測 量

2年 生 は,

4.数 学 の第ニ ク ラス:球 面幾何学,円 錐曲線論,代 数学,流 率法

5.地 理 学 と航海術

3年 生 は

6.化 学 と博物学

7.自 然哲学

8.光 学,築 城術,建 築学

流率法や 円錐曲線論が すでに2年 生 に教 え られ ることにな って いるの は興味

深 い,こ のコース案 内は名 目上 の ものか とい うとそ うで はない.実 際 この よ

うな科 目が教 え られていた ことは,生 徒 の残 した現存す るノー トでわか って

いるか らである11.

2.エ ジンバ ラ大学 の数学

エ ジンバ ラ大学 はす でに1583年 に設立 されてい たが,ヨ ーロ ッパで も有数

の著名 な大学 にな り全盛 を迎 えたの はよ うや く18世 紀 にな ってか らであ る.

大 学 は,他 の ヨー ロッパ の大学 同様 に,神 学,法 学,医 学,そ して学芸の四

っ の学部か ら成立 していた'2.

学 生 はどの よ うな教科 を学芸学部 で学 ぶのであ ろうか,大 まか にはっ ぎの

ような もので あった とい う.

第1学 年 人文学,

第2学 年.人 文学,

第3学 年:論 理学,

ギ リシア語初級

ギ リシア語初級,

ギ リシア語上級,

数学基礎

数学
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第4学 年 自然哲学

第5学 年 道徳哲学

さ らに上級学年で は,数 学,ラ テ ン語,ギ リシア語 を継 続 して学ぶ ことが推

薦 され た.社 会上の上昇志向 に必要 な英語 すなわち イ ングラ ン ドの言語が な

い ことが興 味深 い一方,数 学の重要性 が と りわけ指摘で きよ う13.し か し多

くの学生 は親か ら牧師 になる ことを期待 された ことか ら,決 して テクニカル

な数学 は好 まれ なか ったよ うだ.

エ ジ ンバ ラ大学学芸学部に数学 ポス トが設立 されたのは17世 紀後半であ る.

そ の後 の数学 教授 は3人 の グ レゴ リー家 出身 の数 学者'4か らは じま り,次 の

人物達で ある.

1664

1683

1692

1725

1747

1772

1785

1805

1819

1838

ジ ェ イ ム ズ ・1・ グ レ ゴ リー(-1675)

デ イ ヴ ィ ッ ド ・1・ グ レ ゴ リー(-1691)

ジ ャ イ ム ズ ・II・ グ レ ゴ リ ー

マ ク ロ ー リ ン(-1746)

マ シ ュ ー 。ス チ ュ ワ ー ト

デ ュ ガ ル ト ・ス チ ュ ワ ー ト⇒1785道 徳 哲 学 教 授 に 移 る

ジ ョ ン ・プ レ イ フ ェ ア ⇒1805自 然 哲 学 教 授 に 移 る

ジ ョ ン ・ レ ズ リー ⇒1819自 然 哲 学 教 授 に 移 る

ウ ィ リ ア ム 。 ウ ォ ー レス

フ ィ リ ッ プ ・ケ ラ ン ド(-1879)

ここで3人 の数学教授がポス トを移動するのは,基 本給はおおいに減ずるが,

数学ポス トより道徳哲学,自 然哲学ポス トのほうがはるかに社会的評価が高

か ったからである.ま たそれが可能なのは,数 学が高度なテクニックを要す

る学問であるというのではなく,そ の基本が幾何学的論証と自然哲学,道 徳

哲学の基礎になりうるものだからでもある.
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さ らに大学 レベルでの数学教育 を見てお こう.た だ しエ ジンバ ラの資料 は

見つ か らないのでアバデ ィー ン啓蒙 主義の中心地 となるアバ デ ィー ン大学 の

数学 を取 り上げ る.当 地 のマーシャル ・コレッジとキ ングズ ・コレッジで は,

1753年 の カ リキ ュラム改革 で,ニ ュー トンの方法 を道徳哲学 に適用 するため

に自然科学 を主軸 に置 くことにな り,な かで も数学が重視 され るよ うにな っ

た15.こ う して次 のよ うな数学が教 え られ るよ うにな った.最 初の必須科 目

として は,算 術,ユ ーク リッ ド幾何学,平 面三角法,実 用幾何学,代 数初歩

が,次 いでよ り進んだ数学 と して は,球 面三角法,円 錐 曲線論,天 文学,高

等代 数学 が,最 後 に選択科 目と して,上 級代数学,求 積,流 率 法,ニ ュー ト

ンの哲学 原理 が教え られ た.こ うしてみる と最初 の5科 目の うち3つ が幾何

学であることが注 目で きよう.ス コ ットラン ドの ほかの大学 もこの アバディー

ンの例 と大差 ないで あろ う.

さて教授 の給料 の ほうに目を転 じよ う.!794-1799年 ま での エ ジンバ ラ大

学の教授給料 を平均 して比 較す る と次 の よ うにな る16.こ う してみ ると,学

生数 は少 ないが基本給 は優遇 されていたので数学 教授の給料が必ず しも少 な

いとい うわけで はない.教 授 の給料 は学生 の授業料,し たが って聴講学生数

に依存 していた17.

基本 給 学生一人あたりの授業料 人数 学生数に応 じた給料 計(ギ ニー)

ギリシア語

ラテン語

道徳哲学

数学

自然哲学

博物学

論理学

歴史

修辞学

実用天文学

農学

2

2

2

3

2

0

2

0

0

0

0

5

5

0

3

5

0

5

0

0

0

5

1

!

1

1

1

1

2

2

3

3

3

3

2

3

3

3

3

OO

4

4

4

8

0

2

1

1

0

ρ0

0

4

ρ0

4

7

8

[0

8

9
自

-

30

496

368

312

210

258

150

168

78

42

(講 義 な し)

90

8

0

4

4

9
臼

-

[
」

刈4

4

Q
U

O

4

1

Q
U

Q
J

0

0

頁
」

2

2

り
自

8

り
乙

ワ
ー

4

1

1

140
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当 時 のス コッ トラ ンドで は,数 学を研究 しよ うに も刺激 になる ものが大変

少 なか ったよ うだ.そ もそ も大学 を出て研究者 になるとい う制度 はまだ確立

されて いなか った.ス コ ッ トラン ドで グ ラス ゴー大学 と一,二 を競 ったエ ジ

ンバ ラ大学 の数学教授 レズ リー は,1814年 に フラ ンスを訪れ た際,ラ プ ラス

やベル トレが5000-6000ポ ン ドの収入 を得 てい ることを知 り,「 教授 は給料 と

して300ポ ン ドを も らうべ きです.… その くらいの給 料です と誰 も怠 けない

で しょうし,他 方 で,権 威 あ る学術 的教育 の職 を捨て,は や って いるか らと

い って車 引 きになろ うとする誘惑 も減 少す るで しょうに」,と 嘆いてい る18.

さ らに彼 は,学 生獲得 のために大変苦労 を して いる.当 時の ある雑誌 によれ

ば,レ ズ リーは,髪 の毛 を青 に,紫 に,そ して黄色 に染 めて学生の気 を引 き

自分 の講義 に登録す るよ うしむけ,さ らに驚 くべ きことに,同 時 に虹色 に染

める ことまで した とい う19,ま た の ちに 自然 哲学教授 にな ってか らも,講 義

内容 を広 げ,さ らにはポケ ッ トマネーで実験器具 を購入 し,学 生 の前 で実験

を行 い,学 生の確保 に努 め たとい う20.し か もっ ねに学生 が理解 でき るよ う

に務 め,講 義を工夫 した.こ の意味 で彼 ら大学教授 はプ ロの 「教 師」 であ っ

た.も っともブ リュース ターのよ うに,「 少 年や半人前 の男 にユ ーク リッ ド

『原論』 を教 え るなんて」 と,不 満を述べ る者 もいる21,こ う した状況 であ る

か ら,教 授 たち はまた学生向 きの教科書,一 般科学書,雑 誌記事,そ しての

ちには百科事典項 目の執筆や その編集 で糊 口を凌が ねばな らなか った.こ れ

らの啓蒙出版物 はその後 スコ ッ トラ ン ドだ けで はな く英 国さ らに はアメ リカ

な どの英語圏で も複製 され,科 学知識 の普及 に大変貢献 する ことにな るので

あ る.そ して別枠 で給料が支払われ る天文学 の講義 は教授 たちが取 り合 うこ

とにな る.収 入を上げ るため にさ らに肩書 き も重要 であ った.

こ こでカー ライルの指導教授 となる ジョン ・レズ リーにっ いて述べ てお こ

う22,彼 は1766年,家 具製作人 の子供 と して生 まれた.セ ン ト・ア ンドリュー

ズ大 学で学 んだあ と,エ ジンバ ラ大学 に移 り,正 式 には神学 を学ぶが,実 際

は数学,自 然哲学,倫 理学 をプ レイ フェアやデ ュガル ド・スチュアー トなど

とともに好 んで学 んだ,そ の後 プ レイ フェアは先 に数学教授 とな った。1788
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年 に はア メ リカの ヴァージニアに渡 って2年 ほど家庭教 師を経験 した.職 を

求 めて帰 国 しロン ドンにひ とまず落 ち着 いた後,ト ーマス ・ウェ ッジウッ ド

の家 庭教師 と して働 くが23,そ の後 プ レイフェアが 自然哲学教 授 に移 ったた

め,1805年 に そのポス トを さまざ まな経 緯の のち(プ レイフェアの支援 もあ

り)レ ズ リーは継 いだ24.こ う して レズ リーはス コッ トラ ン ドで最 初の非叙

任大学教授 とな ったのであ る.

レ ズ リー は の ち に 『幾 何 学 原 論,幾 何 学 的 解析 そ して 平 面三 角 法 』

(Elements(ゾGeometry,Ge・metricα1.4nalysisαndPlαneTrigonornetry,

Edinburgh)の 第4版(1820)で 次 のよ うに述 べてい る.

私 の もと もとの計画 は,数 学 の諸原理 の まった くすべて と,高 等解

析(HigherCalculus)の 諸 原理 とそれ への適用 とを5巻 の範囲 内で

披露 す ることで した.し か しなが らそれ相 当の熟 慮のすえ,そ の野

心的な計 画を私 は断念 したので す.不 幸 に して,こ の国で は抽 象的

な著作 を公刊す る刺激 はほ とん どとい ってよい ほどな く,請 け負 っ

て きたよ り差 し迫 った義務 を行 な った後,私 は自分 の時間がよ り快

適 にまたよ り有効 に用 い られ るよ うに と考 え,心 の乱 れか らで はな

く,物 理研究 の迷 宮を探求す る ことに しま した25

こ こで触れ られ てい る5巻 本 はその後,『 曲線 の幾何学』(1813),「 算 術 の

哲学 』(1817),『 主 と して専 門家 のた めの幾 何学 的解析 および平面三 角法 を

含 む,平 面幾 何学基 礎』(1828)と して エ ジ ンバ ラで出版 され たが,『 射 影幾

何学 と立体 の理論』 は公刊 され ることはなか った.当 時 は レズ リーが嘆 いて

いるよ うに,理 念 としては数学 は大 いに評価 され たが,世 間一般 の数学 に対

す る評価 は低か った.数 学教育 には関心 が もたれ たが,数 学研究 には関心が

もたれ なか ったと もいえる.研 究 と教育 はま った く分離 して いたので ある.

こ う して レズ リーは数学研究 を断念 し,そ の後,1819年 に はプ レイフェアが

引退 した こと もあ り,そ の後 を次 いで 自然 哲学教授 に な り,1832年 に 死ぬ
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ま で その職 にとどま った.

さ て数学者 と して レズ リーは,『 幾何学 原論」 の初版(1809)で,ス コッ ト

ラン ド数学 に特有 であるよ うに,解 析ではな く幾何学を優位 に置 き,次 の よ

うに述 べている.

ギ リシアの幾何学者たちの解析的研究はまことに単純性,明 解性,

そして比類なき優雅性の模範です._代 数学すなわち現代解析は,

その操作の機械的簡便性から,と りわけ大陸では,嗜 好をそこない,

古代の証明法によく見受けられる厳密性 と純粋性への嗜好を破壊す

るのに貢献 してきたことは深 く悲 しい出来事です26

この大陸の数学 に対す る英国 の嫌悪 を先輩 のプ レイ フェアは(そ して彼のみ

が)批 判 し,ブ リテ ン島で軽ん じられて きた,大 陸の現代解 析を導入 す るこ

との必要性 を訴えて いる.た しか に レズ リー も実 際 にはその主著 『熱の本性

と伝 播 にっ いての実 験 的探求 』(ExperinzentαlJnquiryintotheNαture

andPropαgαtionofHeαt,London,1804)の 中 で は大陸 の微分記号 法 を

自覚 的に採用 してお り,彼 が数学者 と して も大陸の数学 に決 して無知で はな

い ことがわかる.し か しプ レイ フェアの主 張 はまだ一般的 に受容 され るには

時期 が早 す ぎた.こ うして 『幾何学原 論』 はプ レイフェアに辛辣 に批評 され

た.と ころがそ こに見 られ る レズ リーの視点 こそが スコ ッ トラン ドで は実 際

は一般 には評価 され,や がてその書物 は大陸 において も評判 とな り ドイ ッ語

訳,フ ランス語訳 も出 ることとな る,こ う して レズ リーは外国 で も評価 され

た当時のスコ ッ トラン ドでは貴重 な学者 とな ったので ある27.の ち の レズ リー

の追悼記事 には,「 エ ジンバ ラ大学 は唯一 の ヨーロ ッパに とどろ く名前を失 っ

た」 という賞賛が加え られて いる28.
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3.カ ー ラ イ ル

カー ライルはエ ジンバ ラ近郊 のエ クル フェハ ンの石工の家 に生 まれ た.彼

はす でに14歳 の ときに才能 に恵 まれ,評 価 され,故 郷で数学 を教え る機会を

得 た.そ の後,長 老派 の牧師にな ることを期待 され,エ ジンバ ラ大学 に進む.

そ こで指導教授 であ るレズ リーか ら数学 に対す る興味 を植 え付 け られ,数 学

を とりあえず の職 としよ うと考 えた ようであ る.し たが って この時期多 くの

数学書 をむさぼ り読 んだ29.レ ズ リーはカー ライルの能 力をたいそ う評価 し,

そ の推薦 もあ って,1814年 に は母 校 であ るア ンナ ン ・ア カデ ミー,そ して

1818年 に はカ コーデ ィ ・グラマ ー ・スクールで とにか くも数学 を教 えて,わ

ずかではあるが給料 を得 ることがで きた.ス コ ッ トラ ン ドの学生 の多 くがそ

うであ るよ うに彼 が学 位を とらず エジ ンバ ラ大学 を終了 したのは1814年 で あ

る30.そ の際,レ ズ リーか ら,「 全体 か ら見れば,_君 にとって最良 の方法 は

技術経営 を学 び,ア メ リカ に行 くことで あるよ うに思 える.そ こには大 きな

ビジネスがあ り,大 きな幸運 が待 ち うけてい る」,と 勧 め られた ことを告 白

して いる3',こ こで は一 世代後 ではあ るが,ス コ ッ トラン ドの ダムフ ァー リ

ン出身 のア ン ドリュー ・カーネギ ー(1835-1919)の こ とが想起 で きよう.

ア メ リカの名前が出た のは,レ ズ リーが かつ てアメ リカで家庭教 師 として雇

われた ことがあ ったか らで あろう.も ちろん カー ライルにはアメ リカに渡 る

意図 は毛頭な く,そ のまま断続的にエ ジンバ ラ大学 に残 って(1818-20年 頃),

数学 か ら徐々 に離れ今度 は博物学教授 ロバ ー ト ・ジェームス ン(1774-1854)の

鉱 物学 と地質学 に関す る講義 に出るのであ った.

さて数学への カーライルの貢献 は次 の5っ にま とめ ることがで きる.

1.2次 方 程式の幾何学的解法

2.『 エ ジンバ ラ ・エンサ イクロペデ ィア」 の項 目

3.雑 誌 や書簡 における幾何 問題 の解答

4.ル ジャン ドル 『幾何学原論』 の英訳
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5.ル ジャンドル 『幾何学原論』の英訳へっけた比例論

以下で は,ま ず最初の3っ を順 に簡単 に紹介 しよ う.

レズ リーは 『幾何学原論」で 自分 の指導学生 であ る若 きカ ーライルを 「優

秀 な若 い数学者 」 と言及 し32,カ ー ライルに よる2次 方程 式の幾何学 的解 法

を紹介 してい る.αtf-bx+c-0が 与 え られた とき,(0,1)と(b/α,c/α)

を 直径 の両 端 とす る円を描 く.そ の円 とx軸 との2っ の交点 が もとの2次

方程式の2っ の解で あ る,と い う解法 であ る.3次 方程式 の幾何学 的解法 が

すでに11世 紀 にオマル ・ハ イヤームによ って円錐 曲線 を用 いて考 案 されて い

た ことを考え る と,2次 方程式 の幾何学 的解法 はきわめて初等的 問題 で しか

ないが,単 純 で大変 うま く考案 され た もので,今 日で も数学教育上興 味深 い

ものであ るお.

1820年 の3月,デ イ ヴィ ッ ド ・ブ リュース ター(1781-1865)は カ ー ライル

に,『 エジ ンバ ラ ・エ ンサ イク ロペデ ィア」 の項 目の原稿 を20ば か り依頼 し

た34.カ ー ライルに とっては当時 自分 で も原稿 を執筆中で多忙で はあったが,

文 筆修業 のっ もりで引 き受 けたよ うだ35.項 目 は地理(「 ネーザー ラン ド」,

「マンゴー公園」,「ニ ューフ ァンドラン ド」など)と 人物(「 モ ンテスキュー」,

「モ ンテーニ ュ」,「ネル ソ ン」 など)で あるが,後 者 には,数 学 に関係 す る

ふた りの人物 が含 まれてい る.数 学者 ・数学史家で あるモ ンチ ュクラと,パ

スカルとであ る.と りわけ後者 に関 して は,そ の生 き様の中にカー ライルは,

科 学 と信仰 あるいは神性 の問題,ま た病気 を押 して の研究 にみ られるよ うに

自己の投影 を見 たよ うで,こ とさ ら興味深 い36.さ らに彼 は ノヴ ァー リスを

「ドイ ッのパス カル」 と呼んで,数 学者 兼博物学者 で あ り,宗 教 に専心 した

人物 と して ことのほか高 く評価 して いる37.両 者 に見 られ る,数 学 と霊的感

覚 の共存 を自分 と照 らし合 わせたので あろう.

と ころで18世 紀 には英 国で は数学 愛好者達が ひとっの社会的 な層 をな して

誕生 した.彼 ら(そ して彼女 ら)の興 味 に資す るため に,18世 紀 初頭か ら雑誌

やアルマナ ックに数学 問題が掲載 され るよ うにな った路.そ れ らは一種の ク
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イ ズ と して読者 に気晴 らしを もた らしたのであ る.そ こでの問題 自体 は高等

数学 とい うよ りも,初 等的 アマチュア数学 であ った.さ らには問題 考案者 お

よび正解者の名前が雑誌 に掲載 され ることか ら,数 学愛好 家た ちは名誉 を求

あて競 って問題 に解答 を寄せ,ま た問題 を作成 し投稿 した.カ ーライル少年

も同 じで ある.カ ー ライルが数学 問題 に関心 を寄せ た新 聞雑誌 は,Belfast

αndCountyAlrnαnαcle,TheLiterαrツ αndStαtisticαIMα9α2ineforS

cotlαnd,1)umfriesαndGαlloω αyCourier39の3点 で ある.と りわ け第3

の ものには自分で も投稿 した4G.

カ ー ライル は友人 であ る ミッチ ェル41と1814年 以 来1819年 頃 まで手紙 を交

わ したが,そ の文面 には しば しば幾何学 の問題 が見受 け られ る.一 種の クイ

ズ として あ るい は頭 の体操 と して手紙で 問題 をや り取 り した よ うで ある.

1816年4月19日 の ミッチェルあて の手紙 で カー ライル は複雑 な幾何定 理を

披露 して いる.カ ー ライルはいっ も英語 で手 紙を書 いて いるが,こ こで はそ

れを気 ま ぐれ によ って ラテ ン語 で書 き送 って いる。26日 付 の ミッチェルの返

事 は,「 難 しいので,も うひ とつ努 力 して[証 明 を]も っと短 くして いただ け

ませ んか?」 と注文 してい る,実 際,そ こで述べ られて いるの は興味深 い定

理で はあ るが,証 明は初等幾何学 で は複 雑 になるのは仕方が ない定理で あっ

た.そ のほか カー ライルは,1816年6月15日 付 で は角 の三等分法,1816年11

月13日 付 は面積 の与 え られた曲線 の方程 式を求め ること,そ して流率法 など

を議論 して いる42.こ れ らの問題 は決 して高度 な もので はないが,カ ーライ

ルには常 に幾何学 しか もギ リシア的な定規 とコ ンパ スを用 いる問題 の解法 に

関心 があ った ことが伺 え る.代 数学 的計 算 には関心 を示 さず,ま った く議論

していないのは注意 してよい.

4.ル ジャン ドル 『幾何 学原論』の英訳

ブ リュース ター は先 の百科事 典項 目執筆 に加え てカー ライルにル ジャン ド

ル 『幾何学原論』 の英訳 を依頼 した.カ ーライルの尊敬す る先生 である レズ
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リー と,こ の ブ リュース ター との仲 はよ くなか ったよ うで あるので43,カ ー

ライルが この依頼 を承諾 したの は不可解で ある.よ ほど経済 的に困難 な状況

に陥 っていたのであ ろうか.た だ しこの翻訳で得 たのはわず か50ポ ン ドの謝

金 であ った44.

当 時幾何学 の典拠 はい まだユ ーク リッ ド 『原論」 であ った.そ れは古代 か

ら写本 で伝 わ るに したが って,不 明確 な箇所が見 出され,さ まざまな欠点 が

加 わ って,あ るいは命題の配列 に不満 が感 じられ るよ うにな った.18世 紀

のス コッ トラン ドで はロバー ト ・シムソ ンをは じめ多 くの数学者 は古代 ギ リ

シアの源泉 にに帰還 す ることが第一 目標で あると考 え,ユ ー ク リッ ドの本来

の意 図を回復 しよ うとして,『 原論』 の復元 を試 みた,

他 方 フランスでは,歴 史 的復元 より も論理的厳密 さを求 ある ことに主眼 が

置 かれ,た とえば証 明の順番 にこだわ った ようで ある.コ ン ドルセは1791年

に子供 と大人 に幾何学 を教 え るための教師用指導書 の必要性 を訴 えていた。

1793年 に は公 教育委員 会 は当時著名 な数 学者 であ ったア ドリァ ン=マ リ ・

ル ジャ ン ドル(1752-1833)と ラ グ ラン ジェにその指導書 を執筆 す るよ うに

依頼 した.だ が実際 にはル ジャン ドル はすで にその執筆 に着手 してお り,数

年かけて完成 していたのである.そ れが 「幾何学原論』(,El2ementsdegθombtrie,

Paris,1794)で あ る45.ル ジ ャ ン ドルはユーク リッ ド 『原 論』 に新 たな定義 を

加 え,そ の証明 を簡潔 に し,命 題 の順 を変え,ま た必要 な ものを付 け加 え,

「原論』 を論理 的 に完全 な もの に しよ うと した.そ の結果,彼 は原型 を もは

や とどめない くらいに変形 す ることに も躊 躇 しなか った.と い うよ りもユー

ク リッ ド 『原論』 を題材 としなが ら自己の幾何学原論を著わ した とい ったほ

うがよいで あろ う.第1巻 の冒頭 では,20個 の 定義が与え られて,そ の始 め

の部分 は次 のよ うで ある46.

L幾 何 学 とは延長 の測定 を 目的 とす る学 問(science)で あ る.延 長

には,長 さ,幅,高 さの3っ の次 元が ある.

2.線 と は幅 のない長 さであ る,線 の端 は点 とよばれ,そ れ ゆえ点
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は延長 か らな るので はない.

3.直 線 とはあ る点か ら他の点への最短 の道 である.

この後,公 理 の説明 の前 に,「 単語 と記号 の説 明」 が与え られ,=,〈,〉,

+,一,× の記号 の説明 がな されてい る.す なわ ち当時大陸 で流行 していた代

数的記号法が大胆に もユーク リッ ド 『原論』に持 ち込 まれたのであ る,ル ジャ

ン ドルが言 うには,古 代人 は代 数学 を知 らず に見事 な成果 を挙 げたのである

か ら,わ れわれは今手 に して いる代数 学を大 いに使用 しようとい うのである.

代 数学 を嫌悪 し,ギ リシア幾何 学 に忠実で あろ うと した当時の英 国では考 え

られない ことであ った.

ル ジャ ン ドルの 「幾何学原論 』 は フランスで大変好評 で,1866年 まで15

版 を 重ね た.さ らにル ジャン ドル の この書 物 はイ タ リア語訳(1802),ド イ

ツ語訳(1822),ス ペ イ ン語訳(1826:パ リ;1886:リ オ デ ジャネイロ),ル ー

マニア語訳(1837)ど ころか,ア ラ ビア語訳(1841)ま で も出版 され,ヨ ー

ロッパ を越 えて多大な影響 を与え た.プ レイフェアは,ル ジャン ドルはユー

ク リッ ドを超 えた とまで述べ,賛 辞 を惜 しまなか った47.こ う した評判 であ

るか ら,科 学 の大衆化 に関心の あったブ リュース ターがその翻訳 に心 を動 か

されたの も肯 けよ う,

と ころでカーライルが翻訳 を開始 したのは1821年 の12月 頃 と推定 されるが,

ル ジャン ドルの この書物 はすで にアメ リカで その前 の1819年 に ハー ヴァー ド

大学 数学 教授 ジ ョン ・フ ァッラー(1779-1853)に よ って翻訳発行 されていたの

であ る.当 時(と りわ けアメ リカで は)い まだ幾何学書 の多 くは定理 の暗記

に頼 ることが多か った.そ の中で フ ァッラーには,論 理 的に議論 が進 む記述

がな されてい るル ジャ ン ドルの書物が,他 の書物 とは異 な り若者 に論理 的思

考法 を育 てる有 用な教科書 と写 ったのであ ろ う48.ブ リ ュース ターが この翻

訳の存在 を知 って いたか どうか はわ か らない.し か し,後 の影 響関係 か ら言

えば,カ ー ライル版49が フ ァッラー版を はるかに しの ぐことに なる.カ ー ラ
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イ ル による翻訳が公刊 されて4年 後 の1828年,ジ ェームズ ・ライ アンが ウエ

ス ト・ポイ ン ト軍事学校 の数学教科書 と してそのカー ライル版 を改訂刊行 し

た.さ らに重要 なの は,そ の後1834年 以 降 チ ャールズ ・デイ ヴィスが,カ ー

ライル版の改訂版を何度 も公刊 したことで ある.そ れはその後米 国で数多 く

の版を重ね ることになり,こ うして改訂 カー ライル版 が米 国の数学 を制覇 し

たので ある.こ こで ライア ンや デイヴ ィスが カー ライル版 をその原本 に選 ん

だの は,カ ーライル版 は,当 時 と して は大変珍 しく図版 を本文 中に組 み込 ん

で いたか らであ ると考え られ る.ル ジャン ドルの原本 は もちろんの ことそれ

以前の数学書 において は,図 版 は末尾 に折込で付 け られ るのが慣例 で,現 実

には大変利用 しに くか ったのである.た だ しこの新 しい方式が ブ リュースター

の考案なのかエ ジ ンバ ラの印刷業者 による ものなのかはわか らない.

ル ジャ ン ドルのその書物 はその後 も英国 で も幾何学書 として長命 を保 った

ようで ある.実 際,ル イス ・キャロル ことチ ャールズ ・ラ トゥィッジ ・ドジ

ソ ン(1832-1898)が1879年 の 『ユー ク リッ ドと現代 の対抗者 たち』 のなかで,

ユ ーク リッドの第5公 準を考察す る場合,検 討 すべ き13人 の著者 と書物 の中

にそれ を含 めて いる50.ユ ー ク リッ ドr原 論』 は19世 紀 にな って も数多 くの

版が 出版 された.1801-20年 に は52点,1821-30年 に は36点,1831-40年 に は5

3点,1841-50年 に は73点 とい うよ うに51。 その中 でル ジャ ン ドルの 『幾何学

原論』 は19世 紀後半 にまで生 き延 びたのだ.

と ころで カー ライル は,そ のル ジャン ドル 「幾何学原論』 の英訳 の序文 に

8ペ ー ジにわた る自 らの比例論 を付 け加 えた52.こ れ が ブ リュース ターの指

示なのかあ るい はカ ーライル 自身の アイデアなのか は今 とな ってはわか らな

いが,そ の ときの状況を カー ライルは こう述べ ている.

私 はあ る幸福な昼前(お そ らく日曜 日)を いまだに覚 えています.

そ の とき私 はその仕事の ため にひとっ の第5巻(っ ま り 「完全 な る

比例論」)を 書 いたのです.そ れ は実際完全 明快で,知 られて い る

うちで もっとも 「簡潔な」 ものの ひとつ なのです.そ れはその 日の
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午後 に執筆 を開始 し,そ して[そ の 日の うちに]完 成 しま した53

す なわち半 日で書 いたや っつ け仕事であ った.

レズ リーそ して当時のス コッ トラ ン ドの数学者 は,数 学 においては幾何学

を主要 な るもの とみな したが,さ らに幾何学 の中 で も,比 例論 を中心 のひ と

つにおいた.と ころで比例 論 は代数的記号法 のなか った古代 ギ リシア数学 に

おいては一種 の 「数学 的言 語」 と して重要 な役割 を果 していた.レ ズ リーの

先生 で もある,セ ン ト・ア ン ドリューズ大学 の数学教師 ジョン ・ウエス ト(175

6-1817)は,そ の学 生用 教 科書 『数学 原 論』(ElernentsofMαthemαtics,

1784)で 次 のよ うに比 例論 を位置づ けて いる.

比例論 はおそ らく数学 の中で もっとも重要 なものであ り,ユ ーク リッ

ドが取 り扱 った よ うに,偉 大 な洞察 と明敏 さを発 見す るが,_こ

の困難な主題 にっ いて の彼 の扱 い方 はあま りに曖昧模 糊 としてほ と

ん ど読者 に理解不能 にな って しまρて いる._こ うして私 は新 しい

比例 論を確立 しよ うと決心 したのであ る._私 は この著 名な古 代人

の視 点を守 り続 けた.実 際,よ り容易 な証 明を与 え るとがで きると

きと,よ り有益 なあるいはよ り一般 的な定理 に置 き換 え ることがで

きるときを除 いて は,私 は彼か ら離 れ ることは決 して しなか った54

これ は少 し前 の ロバ ー ト・シムソ ンなど とは明 らかに異な ることであ る。 シ

ムソンは,あ くまで古代 ギ リシアの幾何学 を最高 と見て,そ れを汚す ことな

く本来の形 に復元す ることに生涯 をささげた.し か し,こ のウエス ト以降は,

古 代 ギ リシアのユ ーク リッ ドの精神 を保持 しなが らも,そ こに敢えて い くつ

かの変更 を加え ることで幾何学 を展 開する ことを 目指 す ようにな った.彼 の

この方法 は当時 フラ ンスにおいて数学者達 が とった方 法で もあり,そ れが ま

さ しくル ジャン ドルに も見 られたのであ る.い ずれ にせ よ,レ ズ リーはウエ

ス トの この幾何学観 を無意識 的に受 け継 いだのであ ろう.さ らにのちにカー
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ラ イル はル ジャ ン ドルの数学書 の英訳 を行 な った際に,ル ジャン ドルか らの

直接の影響下 に,ま たは レズ リーを通 じての ウエス トの影響下 に,そ の英 訳

に比例論を書 き加え たので ある55.

さて カーライルの付 け加え た比例論 の冒頭 では,次 のよ うに述 べ られてい

る.

比例論はもっぱ ら算術に属するものであり,そ の学問を扱 う著作の

中で説明されねばな らない.そ の目的は,量 られたり数によって表

現されたりするとみなされる量一般に内在する諸関係を指摘するこ

とであるので,そ れは他の多 くの知識 との関係 と同じく幾何学に直

接的に関係するのである.た だし幾何学のほうは,そ のように量 ら

れ表現されることのできる量を最 も多 く提供 し,よ って実践へと導

くもっとも広範な領域を提供するのであるが56

ところでカー ライル によれば,ユ ーク リッ ドの方法 は難解で,従 来理解困難

であ ったので,ユ ー ク リッドの定義を背理法を用 いて場合 わけをお こない証

明 しよ うとい う.ま ず4っ の定義 と系理 とが示 され る.と りわけ重要 なのは

通約不能 におけ る比 例関係 であ る.具 体 的に2数 を相互差 し引 き して,「 任

意の措定 された量 よ りも小 さ く」な るまで続 けるには公約数が必要で ある.

そ こで,記 号 を用 いて量を数 に置 き換え,も っぱ ら算術的 に議論 を進 めるの

であ る57.

1824年10月 に カー ライルはパ リに旅行に出か けた.そ こで キュ ビエの1時

間半 にわた る比較解剖学 の講義 を聴 講 し,そ の十分 の九 ほど理解 できたと し

てたいそ う印象付 け られたよ うだ.キ ュ ビエの ことをこと細か く兄弟 の ジョ

ンに書 き送 って いる.そ の後,「 私[=カ ー ライル]は 大胆 に もル ジャ ン ドル

に 自己紹介 し」,彼 の案 内で 「ラプ ラス,ラ クロ ワ,ポ ワソ ンに会 った」 の

であ る58.
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5.カ ーライルにおける数学の限界

カー ライルは若 い ころか ら数学 に長 けて はいたが,彼 が当時 スコ ッ トラ ン

ドで受 けた教育か ら彼 の数学 に対 す る理解 に も限界が あったことがわか る.

た しかに ニュー トン 『プ リンキ ピア』(1687),シ ンプ ソ ン 『流率法 の理 論 と

応用 』(1776)59,な ど英 国 の数学(し たが って ニュー トン流 の数 学)を 若 い

頃読み こな していたようであるが,レ ズ リーが図書館か らわざわざ借 りてカー

ライルに手渡 した,大 陸の解析 につ いて書かれ た最 も普及 した教科書で ある

イ タ リアのアーネ シ 『解析教程』6Gや,さ らには フラ ンスの ビオ 『物理学教

程』 の読解 に は困難 を きた したので あろう.後 者 にっ いて は,「 実を言 って,

私 は100ペ ー ジも読んで いないのです」 と告 白 してい るか らであ る6'.

1817年 にカ ーライル はウィ リアム ・ウォー レス(1768-1843)の 流 率法 に関 し

て こう述 べてい る.

わ た しはウォー レスの流率法 に全力を尽 くして取 り組み始めま した.

思 うに,大 変熱心 に,毎 夜 そ して,本 来 は歴史 や他 の少 し軽 い

読み物を読む ことに費 やすっ もりで した自由に使 え る昼の2時 間 も

研究 しようと思 いま した.し か しなが ら,あ あ何 とい うことで

しょう.2時 間でそれ は不十分 であ るとい うことが わか ったので し

た.か わ いそ うに もウォー レスは徐 々に侵食 されたのです.そ して

今 はほとん ど見捨 て られているのです.告 白せねばな りませんが,

彼 の序論 は冗長で嫌悪感 がする ものです.彼 の2項 定理への嫌 悪 は

彼 を奇妙 な横道 に導 いて しまいま した.し か し彼 は大変厳密 に証明

して います.私 たちの結論 す るところ,そ の最悪なの は,そ れが狭

い小道 のよ うであるよ うに,し ば しばその屈曲 はわれわれの研

究対象 をわれわれの視 界か ら遮 断 して しまいます 周 りの国を一

瞥す る こと もで きな くさせて しま うのです62
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この よ うに,カ ー ライルはウォー レスがニュー トン流の2項 定理 を用 いず に,

代 数学 と不等式 で流率法 を議論 した ことの新 しさを認識で きなか ったのであ

る63.か わ いそ うなの は ウォー レスではな くカー ライルで あ ったのだ.こ こ

で ウォー レスの流率法 とは,彼 が 『エ ンサ イクロペデ ィア ・ブ リタニカ』第

4版(1810)に 執 筆 した項 目 「流率法」 で詳細 に述べ た ものを指 して いる.

シル ヴェス トル ・ラクロワの 『初 等微積 分論』(1802)の 英 訳 が1816年 に 出

る以前 において,こ れは微分記号法 で書 かれた解析 に関す る最初 の完全 な英

語論文 とみな して もよい もの なのであ った餌.こ うして カー ライルは大陸 の

新 しい解析 を評価で きないままやがて数学 の世 界か ら身を引 くことになるの

で あった.

と はいう もの のカーライルはその後 もアカデ ミックな世界 に憧れを持 ち続

けた.翻 訳や書評 などで生計 を立 てていたが経済状 況の困窮か ら,定 職を得

るため にさまざまな機関 のポス トに積極的 に応募 す る.1822年 に はすで に関

心 は数学か ら文学評論 に移 って いたよ うであ るが,グ レイ ト ・マ ーロウ(の

ちにサ ンダース ト)の 王立軍事学校 の数学教 師のポス トが提 供 されたので,

時 間 をかけて引 き受 けるかを思慮す る ことになる65.し か し最終的 には彼 は

それ を辞 退す る結論 に至 った.1823に は ロ ン ドン大 学 の道 徳哲学 教授 ポ ス

ト66,ジ ェイン ・ウル シュとの結婚の翌年 の1827年 に は,セ ン ト・ア ンドリュー

ズ大 学の道徳 哲学 教授 ポス トに応募す るが,ど れ も成功 しなか った.と うと

う40歳 近 くにな った1833年 こ ろ経済 的 に絶望状 態 に陥 り,カ ル トン ・ヒル

に建設 されたエ ジンバ ラ天文台の実用天文学教授 のポス トが公募 されてい る

とい うことを聞 き及び,応 募すべ く友人 に相談す るが,天 文学 の理論 的能力

はあろ うと も,器 具操作 はで きな いか ら無 理だ と言 われ断念 した67.こ れ 以

降,彼 は もうアカデ ミックな機 関の公募 に興味 を示す ことはなか った.と こ

ろでカー ライルに数学教授 ポス トにっ けるほどの数学能力が あ ったとは思 え

ない.1820年 代 にな ると大 陸の解析 的数学 も英国で広 まるよ うになったが,

そ れに関 する知識 それを運用 す る技術 はカーライルにはほとん どなか った
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と思 われ るか らである.

カ ー ライルは こうして数学著作執 筆を終了 し,ま た数学 ポス トの応募を断

念 した.で はカー ライルはその後数 学を断念 して,さ らには今 まで学んで き

た自己の数学 さえ も否定 して しま ったのであ ろうか.青 年期 に学 び染み付 い

た数学 はカー ライルか ら完全 に消滅 して しまった ので あろ うか.確 か にカー

ライルは,ル ジャン ドルの翻訳以 降は数学 にかかわ ることはなか ったようだ.

実 際 エ ジンバ ラで数学 を学 んでいたカ ーライル との ちの カー ライルとは数

学 に関 して別人 のよ うに見 える68.し か しエ ジンバ ラで学んだ数学 は彼 の思

想 の根底 に染 み込 んでいた と思 われ る.カ ーライル研究家 のモアは,1829年

に カ ーライルは数学(mathematics)を 断念 した後 マテ ーシス(mathesis)

な る概念 を主張 してい るといい,カ ーライルの次 の個所を引用 して いる.

[こ う して ノヴ ァー リスは,]数 学 にたい そ う熟練 し,… その学問を

好 んでい るのです,し か し彼の数学 は,数 学 にお いて要求 されて い

るいかな るものよ りもたいそ う優れ た素質 を持 った ものなのです.

そ こでは精神 は,ユ ー ク リッドの まさに冒頭か らラプ ラスの末尾 ま

で,可 視 的記号 や,思 考す るた めの信頼 のおける道具 で手助 けされ

ているのです.い やむ しろ少 な くともよ り高等 な数学 …において は,

これ ら[=可 視 的記号 や道具]を 行使 す るためには,機 械的 に管理す

る以上 の ことはほとん ど必 要な いのです.… ノヴ ァー リスの抽象的

に瞑想 す るこの能 力 は,す ぐれて高度 な ものでかっ稀 な ものなので

す.そ の基本 は数学 で はな くあの マテー シスなのです.し か も多 く

の偉大 な計算 家はそれ にっ いて は知 らないのです69

よ うや くここでカー ライル は大 陸の代数学の威力 を理解で きるよ うにな り,

ノ ヴァー リスをその点 で評 価 して いる.た だ しカーライルはマテー シスにつ

いて 「抽象 的に瞑想 す る能 力の基本」 とだ け述べ ているにす ぎず,し たが っ

てモアはそれ以上の ことに は論及 していない.と ころで マテー シス とは,16一
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18世 紀 の大陸の思想家が しば しば好んで用 いた,マ テー シス ・ウニウェルサー

リスの ことで はなかろ うか.そ れ は,「 一般的 に数 学的諸科学 に,特 に算術

と幾何学 とに,共 通 な学科 として,共 通の本性や諸原理 を論ず る ものと して

理解 されている」概念 であ る,こ れ は伝統的 にユーク リッ ド 「原論」第5巻

の比例論 にそのモデルが認 め られて いた70.

す な わち ここでカー ライルが述 べ ようと したことは,次 のよ うになるので

はなかろ うか.か って古代 ギ リシアにおいて はユーク リッ ド等が論理 的に幾

何学 的証 明を推 し進 めたので,彼 らが行 った証明 を追従す ることはまたカー

ライルの時代,論 理 的思考 を鍛 え るため にも有効で ある.そ の後 ニュー トン

がユー ク リッ ド的幾何学 的論証法 にもとつ いて 『プ リンキ ピア』 を記述 し,

そ の世界観 を確立 した.ニ ュー トンに続 く英国の 「科学者達」 は幾何学的手

法 で,ま たさ らに流率法 を用 いてその数学 的世界を提示 し,発 展 させ た.と

ころが大陸 では,ラ プ ラスな どがニ ュー トンの成果 を解析的 にまた代数的 に

書 き換 えて しま った.1そ の機械 的手 法の実効性 自体 にっ いて はある程度容認

で きよ うが,そ こではその本質 を抽象 的に瞑想す る方法 は もはや失わ れて し

ま った.カ ー ライルはそれをいまやまた回復せね ばな らない とい うので ある.

そ の方法 は,ノ ヴァー リスやパ スカルな どの数学者で ありかっ宗教的霊感体

験者に認 め られ るもので,量 と数 を普遍的に処理で きるマテーシス ・ウニ ウェ

ルサー リスの根本 にある,ア ナ ロギアを もとにせね ばな らない.ア ナロギア

とは語源 の ごと く 「比例 に沿 って」 すなわ ち類 比あ るいは比例論で ある.こ

れ は数学外 にあ っては象徴 と結 びつ きうるものであ る.と ころで大陸 の代数

的方法 は象徴 と結 びっ く可能性 を内に秘 めて はいる.し か し当時 の代数的方

法 はい まだ19世 紀 中頃 に興 隆す る英国抽象 代数以前 の したが って抽 象性 に

欠 ける もので あ った.こ うしてカー ライル はの ちの抽象代数 を予期 して いた

わけで はなか ったが,そ れの もっ事物 間の象徴 性を 自己のその後 の手法 に取

り入れ たので ある.ト イ フェルス ドレック教授 の言 葉を借 りて カーライル は

象徴 の重要性 に関 して 『衣服哲学」71で こう述べて いる。
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人間が,意 識 的で あれ無意識 的であれ,生 きて,動 いて,在 るの は

象徴 にお いて であ り,ま た象徴 を通 してであ る.さ らに,象 徴的価

値を最 もよ く認 めて,そ れを最高度 に評 価で きる時代が最 も尊 い時

代だ と考 え られて いる.象 徴 は常 に,そ れを見 る目を持 った人間 に

は,神 性 を漠然 と,あ るいは明瞭に啓示 す るもの にほかな らな いか

らだ72

こ う して カーライルは象徴 を多用 して,場 合 によ って は晦渋な文体を多 くの

著作 の中 に残す ことになるので ある,

他 方で カーライルは数学以外 に,地 質学,鉱 物学 な どの博物学や,天 文学

等の分野 にも関心 を寄せて いた.そ こでは彼 は,後 の文通 相手ゲ ーテと同様

に,分 析的方法で はな く,総 合 的方法 に基 づ くロマ ン主義 的な科学を志向 し

て いる73.す な わち解析で はな く総合 なのであ る.ダ ー ウィ ンは 「自伝』 で

カーライルにつ いて 「これ ほど科学 に向かない人 物 にはお 目にかか った こと

が ない」 と酷 評 してい る74.し か し彼 が科学 分野で評価 された のは,他 な ら

ぬ数学で あった.後 に ロン ドン大学数学教授 の ド ・モルガ ンは,カ ーライル

を 「第一原理 に関す る優れ た教 師であ り思想 家であ る」 と付 け加え,そ の比

例論 をたいそ う評価 している75.

数 学 という一見超越的 に思 える学 問 も,以 上見 て きたよ うに,19世 紀 初頭

の スコ ッ トラ ン ドで は コモ ンセ ンスの思潮,教 育 制度 な どを背景 と して きわ

めて文化依存的 に展開 したので ある,し か もそれ は盛 衰を経験 した,カ ーラ

イル の時代の数学 は,そ れ以前 の シム ソンの時代 のよ うにはギ リシアー辺倒

で はなか った し,ま たそれ以 降の大陸 の解析の影響 が見 られるわ けで もな く,

ち ょうどその中間地点 であ り,ち ょうど過渡期 であ った.そ の潮流を うま く

乗 り切れ なか ったカー ライルは,数 学 か ら離 れ,や がて社 会批判,ド イ ッロ

マ ン派 に傾倒 して ゆ く.だ が しか しス コッ トラン ド数学の全盛 は過 ぎ去 って

しまった歴史的一事例 に過 ぎないのであろ うか.そ うで はない.数 と量,幾
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何 と代数,解 析 と総合,記 号 と記号 の示 す概念 の問題な どの数学 の本 質を巡

る問題 として歴史 の場面 に幾度 とな く現 れ るのであ る.1830年 代 末か らは英

国 で鉄道が躍進 し,人 々の移動 は以前 とは比類 で きない ほど容易 にな った,

そ れ とともにエ ジンバ ラの役割 は減少 し,そ れ にかわ って ロン ドンが ます ま

す英国 の文化的 中心 としての位置 を不動 にす るよ うにな る,ス コッ トラ ンド

人数学者 たちは,新 設 の ロン ドン大学 に,ま た改革 が行 われたケ ンブ リッジ

大学 に向か い,ま たある ものは海外 に さえ転 出す るようにな った.こ う して

19世 紀前半 にはス コッ トラン ド数学 は全盛 を終 え るのであ る.そ の ころで あ

る(1834年).カ ー ライルが ロ ン ドンに出て,チ ェルシーに移 り住 んだのは76.

注

1こ こで は以下 に見 るよ うに,教 育上古代 ギ リシア数 学を重視 した18世 紀

後半 か ら19世 紀初頭 までのス コッ トラン ドにお ける数 学をそ う呼ぶ.

2こ の時期 のスコ ッ トラン ドや英 国北部 の科学 に関 して は,科 学制 度史,

化 学史,医 学史,地 質学史 などの優 れた研究 の蓄積 はあ る.し か し数学史

を扱 った ものはほ とん どないのが現状 であ る.

3数 学史で カー ライルに言 及 して いるのは,管 見で はEvesの み であ る.

しか しそ こで は数学教育上 のエ ピソー ドと して カーライルを取 り上 げて い

るにす ぎない.他 に もGridgemanな ど の論文 はあ るが,そ の多 くはこの

Evesに 依 拠 してい る.原 典 に即 した言 及すべ き研 究が3点 あ る.数 学 上

の貢献 を紹介 したWursthorn,カ ー ライルの生涯の 中での数学 の意 味 を

論 じたMoore,"Carlyle,Mathematics…",そ して カー ライ ルを巡 る数

学者 たちを数学史 上で位置付 けたCraik,2000で あ る.し か し広 く19世

紀 ス コッ トラ ン ド数学 とい う文脈 でカー ライルを論 じた論 著 は現在 の とこ

ろないよ うだ.

4だ が しか し歴史 を少 し詳細 に眺め ると,ス コ ッ トラ ン ドで はすで に18

世 紀 にマクロー リン,プ レイフ ェアなどによ って大 陸の新 しい解析 学が有
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効 で あるとい うことの認識が あ った.Guicciardini,pαssim.

5Shapin,p.319.

601son,1975,P.22.

701son,1975,P.23.

8た だ しそこには実用的実 際的な 『三角法』が付 け られ ることも多か った.

9Wilson,p.74.

10Wilson,p.75.

11Wilson,pp.76-77。

12こ こで1789年 にお ける構成員数 を示 してお く.

学 部 教授 学 生

神学3130

法学4100

医学7440

学 芸13420

見 て もわか るように上級学部で は医学が突 出 してい る.エ ジンバ ラ大学 医

学 部 は,基 礎 と臨床 とを早 くか ら結合 させ,ま た,植 物学,化 学,博 物学

とも密接に連携 を取 りなが ら教育 を進 めた.こ うしてエ ジンバ ラ大学 は医

学 分野で ヨー ロ ッパで も比類 なき大学 とな り,各 地 か ら学生 を集めたので

あ る.実 際 この医学教育 は多大 な成果 をあげたので,エ ジンバ ラの医学教

育制度 はのちにニューヨークやフ ィラデル フィアで採用 され ることとなる.

Fraser,P.19.

13Campbe!1,p.58.

143人 の数学者 の関係 にっいて次を参照.Guicciardini,p.150.

15Ponting,p.166.

16Morrell,1971,p。165か ら計算 した。

17正 規 の学生 のみな らず,一 般 の人 も授業 のチケ ッ トを購入 して聴講 で き

た.ま た 「学 問の 自由」 が あったので,学 生 は コースを越 えてかな り自由

に好みの講 義を聴講 で きた.
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18Morrel1,1972,p.51.

19TheEdinburghVVeelelyJournα1,14November1832,p.365.cf.

Morrison-Low,p.22.

20Morrel1,1972,p.53,

21Morrison-Low,p.17,

22レ ズ リ ー に っ い て は,Olson,1973.

23こ の ウ ェ ッ ジ ウ ッ ドを 通 じ て コ ー ル リ ッ ジ は レ ズ リー と1803年 に 出 会

い,彼 を 尊 敬 し て い る と述 べ て い る,Morrison,p.46.

24レ ズ リ ー は 激 し い 反 体 制 的 思 想 の 持 ち 主 で,ま た ホ イ ッ グ 党 を 支 持 し,

ヒ ュ ー ム の 因 果 論 を 支 持 し た と さ れ 無 神 論 者 と み な さ れ,ス コ ッ トラ ン ド

教 会 の 叙 任 式 を 拒 否 し た の で,ス コ ッ ト ラ ン ドで は 当 時 教 職 に 就 く こ と は

大 変 困 難 な 状 況 で あ っ た.こ の 件 は 「レ ズ リ ー 事 件 」 と呼 べ る も の で あ る。

こ れ に っ い て は,Morrell,1975が 詳 し い.

25Morrison,pp.45-46.

26Craik,2000,p.139.

27レ ズ リー は 英 国 で は い ず れ の 会 員 に な る こ と も 拒 否 し た が,フ ラ ン ス の

王 立 科 学 ア カ デ ミー の 通 信 会 員 に は な っ た.た だ し死 の 直 前 ナ イ トに 列 せ

ら れ る こ と は 受 諾 し た.

28Craik,2000,p.137.

29カ ー ラ イ ル が 読 ん だ 数 学 書 の 著 者 名 を 挙 げ て お く と,ニ ュ ー ト ン,ド ラ

ン ブ ル,ジ ェ ー ム ズ ・ウ ッ ド,ジ ョ ン ・ ロ ビ ン ソ ン,ケ イ ル,ウ ォ ー レ ス,

ラ グ ラ ン ジ ュ,ボ ッ シ ュ,ラ プ ラ ス な ど で あ る.SandersI,pαssim.

30た と え ば1790年 に は 医 学 部 以 外 の 学 部 で は 学 位 を 得 た 学 生 は い な か っ

た と い う 。 医 学 部 で も12パ ー セ ン ト に す ぎ な か っ た.Morrell,1971,

p.168,n.28,n.29.

31SandersI,p.158.

32Leslie,p.340.

33し か し こ の 「カ ー ラ イ ル の 円 」 と で も 呼 べ る も の に 言 及 し た 数 学 史 書
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(数学 教育書)は 不思議 な ことにイ ヴズ以外 にな い.Eves,p.73,374,410.

34こ れ に先立 って ブ リュース ター は1819年2月 に フランス語で書か れた

ベルツェ リウスの化学論文 などの翻訳 をカー ライルに依 頼 してい る.そ れ

は 『エ ジンバ ラ哲学雑誌』 に掲載 された.そ れが評価 され,次 の仕事 へ と

っ なが ったよ うだ.

35カ ー ライル が執筆 した項 目が どれ か は必 ず しもは っき りは しな い,

SandersI,p.229.『 エ ジンバ ラ ・エ ンサイ ク ロペ デ ィア』(1807-30,エ

ジ ンバ ラ)は160名 の 執筆者 を数 え,項 目の少 な くとも28は 科学 あ るい

は数学 に関す るものである.執 筆者には,著 名 な,バ ベ ッジ,ハ ーシェル,

レズ リーを始 め,海 外 か らもビオ,ベ ル ツェ リウス,エ ル ステ ッ ドなどが

名 を連 ねている.そ の中でなぜ ほとん ど無名の カーライルが執筆で きたか

は不 明である.

36カ ー ライル は胃病,神 経 過敏,そ して不 眠症 に悩 んだ.1817年 に はパ

スカルの 『プ ロヴァンシァル』を読んで,そ の機知 と正直 さとを賞賛 して

い る,SandersI,p.100.

37Moore,"Carlyle,Mathematics…",p.88.

38そ の嘱矢 は,『 レデ ィーズ ・ダイ ア リー』 で ある.本 来女 性向の アルマ

ナ ックであ ったが,テ ィ ッパ ーはそ こに数学問題 を含 め,直 ちに好評 を博

したのであ る.そ れ にっいて は,三 浦,参 照

39ヘ ン リー ・ダ ンカ ン(1774-1846)の 公 刊 した雑誌で,1809年 に刊行 開

始.彼 は貯蓄銀行 を設立 したことで有名.

40Moore,"Carlyle,Mathematics…",pp.69-74.

41ロ バ ー ト ・ミッチェル(c.1795-1836)は,エ ジンバ ラ大学卒業後教職 に着

く.カ ーライルの初期 の文通相手 の一人,

42そ れ ぞれ,SandersI,p.27-28,85-86,85-86.

431805年,プ レイ フェアの後 の数学教授 職 に ブ リュース ター も応募 した

が,採 用 され たのは レズ リーで あ った.Morrison-Low,p.18.ま た両 者

と もに収入 を得 るために百科事典 を計画 す る.ブ リュースターの 『エジ ン



120

バ ラ'エ ン サ イ ク ロ ペ デ ィ ア 』 は 成 功 し た が ,レ ズ リ ー のMechαnicαl

Encyclopαediα は計 画 倒 れ で 終 わ っ た.ま た,後 に で は あ る が,ブ リ ュ ー

ス タ ー は レズ リー が 考 案 し た 湿 度 計 な ど の 計 測 器 具 が 不 正 確 で あ る と非 難

した.こ れ ら の こ と か ら レ ズ リ ー は ブ リ ュ ー ス タ ー に 対 し て か な り の 嫌 悪

を 抱 い た よ う だ.Craik,2000,p.148,154.な お レ ズ リー が 亡 く な っ た あ

と の 自然 哲 学 教 授 職 は ブ リ ュ ー ス タ ー と フ ォ ー ブ ス と が 競 い,後 者 が 射 止

め た.

44SandersII,p.80-81,99-100.付 け 加 え る と,ブ リ ュ ー ス タ ー 自 身 も 当

時 経 済 的 に 困 窮 し て い た.

45こ の 他 に も ラ ク ロ ア や ペ イ ラ ー ル な ど が 『幾 何 学 原 論 』 を 出 版 し て い る.

3者 の 比 較 はLamand6を 参 照.

46Legendre,1794,p.1.

47Playfair,p.80.

48Simons,pp.110-111.

49ブ リ ュ ー ス タ ー は カ ー ラ イ ル を 単 に 翻 訳 補 助 者 と しか み な さ な か っ た の

で あ ろ うか.表 紙 や 本 文 の ど こ に も翻 訳 者 で あ る カ ー ラ イ ル の 名 前 は 記 さ

れ て い な い.し た が っ て,カ ー ラ イ ル 版 は ブ リ ュ ー ス タ ー が 翻 訳 し た と 誤

解 さ れ て き た.し か し,カ ー ラ イ ル の 日記 か ら,カ ー ラ イ ル が 翻 訳 した こ

と は 明 らか で あ る.

50Carroll,p。16,pp.55-59.た だ し こ こ で 引 用 さ れ て い る の は,1860年 に

出 版 さ れ た フ ラ ン ス 語 の 第14版 で あ る.

51Howson,p.131.

52Legendre,1824ix-xvi.こ れ が カ ー ラ イ ル 自 身 の 手 に な る こ と は,カ ー

ラ イ ル か ら ド ・モ ル ガ ンあ て の 書 簡 で 明 ら か に な っ た.た だ し カ ー ラ イ ル

自 身 は 当 初 比 例 論 を 第5巻 の 冒 頭 に 置 く意 図 だ っ た ら し く,「 比 例 論 」 で

は な く 「第5巻 」 と 名 づ け て い る.そ れ を 冒 頭 に 置 い た の は ブ リ ュ ー ス タ ー

の 判 断 で あ ろ う.Moore,"Carlyle,Mathematics…",pp.93-94,no.44.

53Froude,pp.20-21.
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54Craik,1998,p.37よ り 引 用.

55レ ズ リー は す で に 自 著 『幾 何 学 原 論 』(1809)に 先 立 っ て ル ジ ャ ン ドル

の 『幾 何 学 原 論 』(1794)の 原 典 を 読 ん で い た,カ ー ラ イ ル 版 に は ブ リ ュ ー

ス タ ー の 要 請 で ル ジ ャ ン ドル が 付 け 加 え た 注 に レ ズ リー 批 判 が あ る.そ れ

に 対 し レ ズ リ ー は 自 著 『幾 何 学 原 論 』 の 第2,3,4版(そ れ ぞ れ1811,17,

20年)で ル ジ ャ ン ド ル に 反 駁 し て い る.レ ズ リ ー と こ の ル ジ ャ ン ドル

(お よ び ブ リ ュ ー ス タ ー)と の 幾 何 学 の 厳 密 性,解 析 と の 関 係,そ し て 平

行 線 公 準 を め ぐ る 興 味 深 い 論 争 に っ い て は,Craik,2000を 参 照.

56Legendre,1824,ix.

57Legendre,1824,ix-x.

58Froude,p.249,

59カ ー ラ イ ル は ど う し た こ と か 『プ リ ン キ ピ ア 』 の100年 以 上 も前 に 公 刊

さ れ た 初 版 を 読 ん で い る.彼 の 書 き込 み の あ る も の が 今 日 フ ィ ラ デ ル フ ィ

ア に 残 さ れ て い る.Gridgeman,p.466.カ ー ラ イ ル の 署 名(1814年 付)

の あ る シ ンプ ソ ン 『流 率 法 の 理 論 と 応 用 』 は ロ ー ドア イ ラ ン ドに 現 存 す る.

Wursthorn,p.764

60SandersI,p.138.こ れ は カ ー ラ イ ル が 読 む の を 待 ち 望 ん で い た 書 物 で

あ る。 大 陸 の 解 析 が 教 科 書 風 に 豊 富 な 例 題 と と も に 記 述 さ れ,大 陸 で は 大

い に 歓 迎 さ れ,1804年 に は 英 訳 も 公 刊 さ れ た,原 本 は,Agnesi,M.G.,

Instituzioneαnαliticheαdusodellαgloひeπ 磁ilαliana,2vols。Milan,

1748.

61SandersI,p.158.

62SandersI,p.112,

63Craik,2000,p。250.

64Guicciardini,p。120.流 率 法 に 関 し て は 百 科 事 典 の 項 目 で も す で に,初

版 の 『エ ン サ イ ク ロ ペ デ ィ ア ・ ブ リ タ ニ カ 』 に 記 述 が あ る.

EncyclopαediαBritαnnicα,vol.2,Edinburgh,1771,pp.607-611.そ こ

で は ニ ュ ー ト ン流 の 記 号 法 を 用 い て は い る が,そ の 発 見 の 栄 誉 を ニ ュ ー ト



122

ン と ラ イ プ ニ ッ ツ の 両 者 に 認 め て い る,op.cit.,p.607 .

65こ の ポ ス トは か っ て ウ ォ ー レ ス が 占 め て い た が,1819年 に エ ジ ンバ ラ

に 転 出 し た の で 空 い た も の で あ る.

66カ ー ラ イ ル は こ の 件 を 新 聞 広 告 で 知 っ た よ う だ.そ して,自 分 は 数 学 も

自 然 学 も形 而 上 学 も教 え る こ と が で き る の で,自 分 に と っ て は 「何 で も 屋 」

(JackofallTrades)の ポ ス ト が 一 番 適 し て い る と 述 べ て い る 。Craik,

2000,p.147,n.28.

67こ の ポ ス トを め ぐ る 争 い は 興 味 深 い.レ ズ リー と ウ ォ ー レ ス は と も に そ

の ポ ス トを 兼 任 す る こ と を 望 ん だ.ま た ブ リ ュ ー ス タ ー も そ の ポ ス ト に 興

味 を 示 しバ ベ ッ ジ に 支 持 を 仰 い だ.結 局,ハ ー シ ェ ル が 支 持 し た トー マ ス ・

ヘ ン ダ ー ソ ンが 採 用 さ れ た .Craik,2000,p.152.

681832年 に は ユ ー ク リ ッ ド 『原 論 』 を,活 き 活 き と せ ず 余 り 興 味 を 起 こ

さ せ な い 抽 象 的 書 物 と 言 及 して い る.『 カ ー ラ イ ル 選 集 』 第5巻,p.118。

69Carlyle,Th.,VVorhs('fThornαsOαrlyle,XXVII,p.51.Moore,

"C
arlyleMathematics…",p.87よ り引 用.

70マ テ ー シ ス ・ ウ ニ ウ ェ ル サ ー リ ス(普 遍 数 学)に 関 し て は,佐 々 木,

p.118参 照.

71こ れ は1830年 に 執 筆 さ れ,1833年 に 雑 誌 に 掲 載 さ れ,よ う や く1836

年 に 著 作 と し て 公 刊 さ れ た.

72カ ー ラ イ ル 『衣 服 哲 学 』,p。254.

73こ れ に っ い て は 次 を 参 照.Moore,℃arlyleandGoethe…",pp.21-34.

74Moore,"Carlyle,Mathema七ics…",p.62よ り 引 用.

75DeMorgan,p.499.

76そ の 後 カ ー ラ イ ル は1866年 に デ ィ ズ レ イ リ に 圧 勝 して エ ジ ン バ ラ 大 学

名 誉 総 長 に 就 任 し た.『 カ ー ラ イ ル 選 集 』 第5巻,pp.291-334.
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